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経過 監視委員会の前
9月1４日付け：監視委員会開催要項が届く

協議事項の次に報告事項として
「(1)滝沢研究所で処理する核種の追加

について」とあり
9月19日： 問合せ 担当者不在
9月23日：追加される核種はラジウム223とわかる

文書質問提出（経緯、搬入量、核種、
製造方法、壊変生成核種、目的等）

意見：今までβ、γ核種のみ搬入。今回初め
てα核種搬入される。慎重審議すべき。



監視委員会当日：9月30日
報告事項「(1)滝沢研究所で処理する核種の追加について」
経過（事務局から「文書質問」へ答えとして）

4月RMCから6月発売薬品の相談、6月協議したい。
4月19日企画調整会議（市長、副市長、各部長）認める方向。
6月RMCと滝沢市で協議 6月薬品発売認可
8月2日一本木で地元選出議員2人と自治会長、副会長３人へ

説明、了承を得たと考えている。
８月９日政策調整会議最終的な報告をする。
８月22日市議会議員全員協議会で説明、内容了承を得たものと

考えている。
9月30日覚書取り交わし前、RMC放射線監視委員会へ報告事項

＊搬入許可の覚書は、監視委員会の疑問をRMCに提出しその回答を
待ってから判断する。日程は未定。



＜平成20年3⽉監視委員会議事録＞ この会で
追加搬入核種90Y,89Srの覚書締結が報告されました、この時
委員の意見により「（半減期が長いもの等について）事前
に監視委員や地域の皆さんから意見を聞く」と事務局から
回答がありました。（今回なぜ意見を聞こうとしない？）

議事録 「例えば（今後）半減期が長いものを搬入したい
と出てきた場合も同じようなやり方で進めるのか」との質
問に事務局は「監視委員や地域の皆さんから意見を聞いた
りしなければいけないと思います」とありました。3ページ
目に角田医大名誉教授も「村で決める前に専門家に聞く」
会長も「意見募集したほうがよい」などとの発言が記録さ
れていました。



疑問点を指摘 紫は追加分

○ 進め方について、平成20年の委員会で半減期が長いもの
などについては事前に監視委員会に諮るのではなかったか。
報告事項ではおかしいのではないか。と意見を述べた。
疑問１）日本RI協会はα核種を別に集荷していたはず
疑問２）ラジウム223は半減期が小さいが、毒性は現在

搬入β・γ核種の数百倍以上である。（吸入摂取）
疑問３）α核種付着物を焼却すると周辺を汚染。
疑問４）ラジウム223製造はアクチニウム227（半減期22
年：吸入毒性最悪）からミルキングで製造する。アクチニウ
ム227が不純物として混入してくるはずだ。それを焼却する
ことは半減期の長い毒物を撒き散らすことになり周辺が汚染
し健康や環境が悪化する可能性が強い。
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疑問点を指摘 紫は追加分

○ 進め方について、半減期が長いものなどについては事
前に監視委員会に諮るのではなかったか。報告事項ではお
かしいのではないか。
疑問１）日本RI協会はα核種を別に集荷していたはず
疑問２）ラジウム223は半減期が小さいが、毒性は現在

搬入β・γ核種の数百倍以上である。（吸入摂取）
疑問３）α核種付着物を焼却すると周辺を汚染。
疑問４）ラジウム223製造はアクチニウム227（半減期22
年：吸入毒性最悪）からミルキングで製造する。アクチニ
ウム227が不純物として混入してくるはずだ。それを焼却
することは半減期の長い毒物を撒き散らすことになり周辺
が汚染し健康や環境が悪化する可能性が強い。



ラジウム223と現在搬⼊が許可されている核種の毒性を⽐較する（「線量限度を定める告⽰」＊より）
「吸⼊摂取」はこれが焼却された場合の排気による危険を想定したことによります。

核種名 放出放射線
1Bq吸⼊した場合の被
ばく線量mSv＊ Ra223の何倍安全 半減期

ラジウム223 α β γ 5.7☓10−3 0.0057 1 11.43⽇
ポロニウム210 α 2.2☓10−3 0.0022 3 138.4⽇

⽔銀203 β γ 7.0☓10−6 0.000007 814 46.6⽇
タリウム201 EC  γ 7.6☓10−8 0.000000076 75000 3.0⽇
⾦198 β  γ 1.1☓10−6 0.0000011 5182 2.7⽇
⽔銀197 EC γ 4.4☓10−6 0.0000044 1295 2.7⽇
キセノン133 β γ ー ー ー 5.2⽇
ヨウ素131 β γ 2.0☓10−5 0.00002 285 8.0⽇
ヨウ素125 EC  γ 1.4☓10−5 0.000014 407 60.1⽇
ヨウ素123 EC γ 2.1☓10−7 0.00000021 27143 13.2時間
インジウム111 EC γ 3.1☓10−7 0.00000031 18387 2.8⽇
テクネシウム99m IT   β γ 2.9☓10−8 0.000000029 196552 6.0時間
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空気中の飛距離：アルファ線 2〜3ｃｍ（数センチ）
体内の飛距離 ：アルファ線 0.1mm未満

*上記は普通のエネルギー3〜4MeVのアルファ線の場合

普通の放射線測定器で
調べられるのは
ガンマ線だけです
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疑問点を指摘 紫は追加分

○ 進め方について、半減期が長いものなどについては事
前に監視委員会に諮るのではなかったか。報告事項ではお
かしいのではないか。
疑問１）日本RI協会はα核種を別に集荷していたはず
疑問２）ラジウム223は半減期が小さいが、毒性は現在

搬入β・γ核種の数百倍以上である。（吸入摂取）
疑問３）α核種付着物を焼却すると周辺を汚染。
疑問４）ラジウム223製造はアクチニウム227（半減期22
年：吸入毒性最悪）からミルキングで製造する。アクチニ
ウム227が不純物として混入してくるはずだ。それを焼却
することは半減期の長い毒物を撒き散らすことになり周辺
が汚染し健康や環境が悪化する可能性が強い。





ドイツ製セラミックフィルター
0.3μm粒子を96%除去

高性能HEPAフィルター
0.3 ~0.5μｍ粒子を99％除去可能
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焼却炉のフィルターで100％除去できません
フィルター交換時や定期点検時など放出され
ることがあります。
○ セラミックフィルターでは0.3μｍまで微粒子を96％捕集

ヘパフィルターでは0.3〜0.5μｍくらいまで 99％捕集と

RMCから説明を受けました。これ以下の粒径の微粒子は出て

いくことになります。

○ ラジウムが燃焼により酸化物や塩化物のままなどで
放出される環境へ放出され蓄積していきます。

＊ 他のアルファ核種医薬品が認可され搬入されるでしょう



監視委員会で地元監視委員の発言

一本木の松村委員は地元として半減期が短いと言えども
心配せざるを得ない。リスクについては説明していない
のではないか。しっかり説明してほしい。我々はそこに
住んでいかなければならない、よくわからない人にリス
クを話さず半減期は少ないです安全ですと言われるとそ
うかと思う。

もう一人の地元角掛委員は松村さんと同意見だとの意志
表示がありました。

コンプライアンス（法令遵守）を守らせる、地元住民は
心配していることとお話しもありました。



1981年9⽉2⽇読売新聞

RMCは建設されましたが、この時の反対運動
があり、⻑い半減期の放射能の搬⼊を⽌めさ
せ、RMC放射線監視委員会に反対派からの委
員を加えること等が実現しました。みなさん
の運動のおかげでした。

協会側もこの時のことがあり慎重姿勢は
持ってきましたが、協会⾸脳部は
いまだに、医療⽤廃棄物→研究⽤廃棄物
→原⼦炉廃棄物の野望を持っているように
思われます。（⽔野参事、東北蔑視）
実際2003年12⽉研究⽤廃棄物を受け⼊れよう
とする動きが発覚し、村⺠特に地元⼀本⽊の
みなさんの反対運動により2005年9⽉に当時
の柳村村⻑が計画断念を表明し中⽌になりま
した。（全国でも珍しい成功だった）

そして今回のアルファ核種搬⼊の動きです。
これはどうしても⽌めなければならないと
思っております。



2年置く（減衰）はずだったはず
目覚まし時計数個分だったはず

• 「１年間に当施設で処理するアイソトープ
廃棄物の量は、２年間置けば放射能量は千
分の１に減るので、夜光塗料を塗った目覚
まし時計（許される放射能量は１００マイ
クロキュリーなので）２個分にすぎず安全
だ」
協会 水野参事 ８１年９月１日
柳沢地区説明会 読売新聞から

こ
の
発
言
を
守
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
！



疑問点を指摘 紫は追加分

○ 進め方について、半減期が長いものなどについては事
前に監視委員会に諮るのではなかったか。報告事項ではお
かしいのではないか。
疑問１）日本RI協会はα核種を別に集荷していたはず
疑問２）ラジウム223は半減期が小さいが、毒性は現在

搬入β・γ核種の数百倍以上である。（吸入摂取）
疑問３）α核種付着物を焼却すると周辺を汚染。
疑問４）ラジウム223製造はアクチニウム227（半減期22
年：吸入毒性最悪）からミルキングで製造する。アクチニ
ウム227が不純物として混入してくるはずだ。それを焼却
することは半減期の長い毒物を撒き散らすことになり周辺
が汚染し健康や環境が悪化する可能性が強い。



Radium-223
From Wikipedia, the free encyclopedia

Origin and preparation[edit]
Although radium-223 is formed naturally in trace amounts by the decay of uranium-235, it is generally made 
artificially,[1] by exposing natural radium-226 to neutrons to produce radium-227, which decays with a 42-
minute half-life to actinium-227. Actinium-227 (half-life 21.8 years) in turn decays via thorium-227 (half-life 
18.7 days) to radium-223. This decay path makes it convenient to prepare radium-223 by "milking" it from an 
actinium-227 containing generator or "cow", similar to the moly cows widely used to prepare the medically 
important isotope technetium-99m.[1]

原料と製法[ 編集]
ラジウム223は、ウラン235の崩壊により自然に微量形成されている。ラジウム223をふつう人工的に作るには

天然ラジウム226に中性子を当て[1]ラジウム227（半減期42分で崩壊）を作る、これはアクチニウム227（半減
期21.8年）に壊変する。アクチニウム227はトリウム-227（半減期18.7日）を経てラジウム223（半減期11
日）に壊変します。この崩壊系列はアクチニウム227を含む発生物または「カウ：雌牛」から簡便にミルキングに
よってラジウム223を調製することを可能にします。この方法は医学的に重要な同位体テクネシウム−99mの調製
するために広く使用されている方法ミルキングと類似しています。

ラジウム223は最悪な放射能アクチニウム227（半減期22年）から製造されるこ
とがわかりました。アクチニウム227も親核種として搬⼊されることになります。
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ラジウム223に混⼊可能性核種の毒性を⽐較する（「線量限度を定める告⽰」＊より）
「吸⼊摂取」はこれが焼却された場合の排気による危険を想定したことによります。

核種名 放出放射線

1Bq吸⼊した場
合の被ばく線
量mSv＊ ヨウ素131の何倍危険 半減期

製造親核種 ラジウム226 （α） 0.0022 110 1600年
↓ ラジウム227 α β 0.00000021 0.0105 42分

↓ アクチニウム227 α β 0.63 31500 22年
↓ トリウム227 α β 0.0076 380 19⽇

搬⼊検討核種 ラジウム223 α β γ 0.0057 285 11.43⽇
↓

娘核種 ラドン219 4秒
↓ ポロニウム215 1.8ミリ秒
↓ 鉛211 0.0000056 0.28 36分
↓ ビスマス211 2分
↓ タリウム207 5分
↓ ポロニウム211 520ミリ秒

鉛207：安定 安定

参考 ポロニウム210 α 0.0022 110 138.4⽇
参考 ヨウ素131 β γ 0.00002 1 8.0⽇
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い
︒



鉛
ガ
ラ
ス
を
通
し
︑
製
造
さ
れ
た
⽬
的
核
種
を
分
離

精
製
す
る
が
1
0
0
％
純
粋
の
も
の
を
得
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。
こ
の
事
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品
に
親
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種
な
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壊
変
系
列
の
物
質
が
混
入
し
て

く
る
可
能
性
を
指
す
も
の
で
す
。



アクチニウム
227

アルミナに吸着させたモ
リブデン99

殺菌された⾷塩⽔

減圧殺菌バイアル

ステンレスノズル

Ra223も同様の製造⽅法（ミルキング）

鉛遮へい





１バイアル（5.6ml）にラジウム
223として6160kBq(6160000Bq)
含有している。放射性物質の定義は
3.7kBq以上であり、少しでも注射さ
れたならその人間自体が放射性物質
になってしまう。

リトビネンコ氏殺害に用いられ
たポロニウム210とほぼ等しい
毒性物質を医療現場で安全に使
用できるのか。周辺が汚染され
るのではないか。

体重65kgの男性に1回55ｋBq/kg
注射した時3575ｋBqになる。
（Ra223:経口実効線量は
0.0001mSv/Bq)1回で360ｍSv被
ばくする。6回注射すると全部で
2.16Svもの被ばくをする。
これに親核種のアクチニウム227が
加わるとさらに大きな被ばくになる。



ま
と
め

1)滝沢市はRMCへ危険なアルファ物質の搬入について市民や監視委
員の意見を聞かず、リスクについて検討不十分のまま覚書を取り交わ
そうとしています。（平成20年3月の委員会で「事前に聞く」と答弁
されていた）
２）協会は従来、アルファ線放出核種を含む廃棄物は別に集荷してき
た。今回なぜそれをRMCに搬入し焼却しようとするのか。 α核種は
体内に入り肺に付着したり、臓器に濃縮すると周辺細胞を強烈に被ば
くしDNAを傷めガン化を促進する。（アスベスト、タバコによる発
がん、ラジウムガール、トロトラストの被害）

３）搬入計画のラジウム223（半減期11.4日）はアクチニウム227
（半減期22年）を親核種としてミルキング（その都度搾り取る）に
より製造されるしたがって227Acが混入してくる。 227Ac-223Ra
既搬入ミルキング核種は 99Mo-99mTcと表示されている
＊227Acは放射性核種の中で最も吸入毒性が強い0.63mSv/Bq
223Raの110倍毒性が強い。両方搬入されてくるでしょう。
４）他のアルファ核種を含む医薬品の製造研究が行われている。これ
らの廃棄物も搬入されてくるでしょう。

５）覚書が締結されようとしています。


